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最
初
に 

 

八
〇
歳
半
ば
に
な
り
ま
す
が
、
生
ま
れ
て
育
っ
た
京
都
、
い
わ
ゆ

る
現
役
時
代
の
海
外
生
活
、
余
生
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

馬
込
と
、
大
体
三
分
の
一
く
ら
い
づ
つ
居
住
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
随
分
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
田
区
蒲
田
と
京

都
に
つ
い
て
、
そ
の
魅
力
と
共
通
点
を
眺
め
て
見
ま
す
。 

タ
イ
ト
ル
の
「
モ
ダ
ン
」
は
専
門
的
に
難
し
い
用
語
と
し
て
で
は

な
く
、
伝
統
に
埋
没
し
た
り
、
呪
縛
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に
挑
戦

的
に
前
進
す
る
生
活
態
度
や
実
績
が
あ
る
と
い
う
程
度
の
意
味
で

す
。
も
ち
ろ
ん
当
会
が
蒲
田
「
モ
ダ
ン
」
研
究
会
で
あ
る
こ
と
も
意

識
し
ま
し
た
。 

 

蒲
田
モ
ダ
ン
と
京
都
モ
ダ
ン 

 

蒲
田
と
京
都
は
、
一
見
、
無
縁
で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
か

な
り
の
部
分
が
同
質
で
共
通
点
が
見
ら
れ
ま
す
。
共
に
、
地
域
の
内

に
止
ま
ら
ず
、
日
本
一
、
世
界
一
を
目
指
す
気
概
を
持
っ
て
い
て
、

国
際
性
豊
か
で
、
世
界
に
雄
飛
す
る
気
風
が
強
く
あ
り
ま
す
。 

い
み
じ
く
も
大
田
区
は
「
国
際
都
市
」
を
標
榜
し
、
ま
た
大
田
区
も

の
づ
く
り
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

画
期
的
、
先
見
性
、
進
取
の
気
質
に
あ
ふ
れ
、
平
た
く
言
え
ば
新

し
が
り
屋
、「
初
物
喰
い
」
な
の
で
す
。
例
え
ば
共
に
映
画
産
業
の

先
駆
と
な
っ
た
日
活
京
都
撮
影
所
と
松
竹
蒲
田
撮
影
所
を
育
て
上

げ
、
東
洋
の
あ
る
い
は
日
本
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
と
自
他
共
に
許
し
ま
し

た
。 土

木
事
業
で
は
京
都
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
と
六
郷
用
水
の
活
用

も
好
例
で
す
。 

京
都
の
伝
統
的
な
芸
術
を
見
て
も
流
派
や
画
風
が
異
な
っ
て
も

受
け
入
れ
る
自
信
が
根
底
に
あ
り
、
伝
統
は
重
視
す
る
が
新
し
い
表

現
や
試
み
を
取
り
入
れ
育
て
る
懐
の
深
さ
を
感
じ
ま
す
。
た
ん
に
伝

統
を
守
る
の
で
な
く
伝
統
を
破
壊
す
る
こ
と
が
伝
統
と
さ
え
い
え

ま
す
。 

も
の
づ
く
り
の
面
で
蒲
田
が
、
先
端
技
術
を
続
々
と
生
ん
で
き
ま

し
た
が
、
大
正
か
ら
昭
和
初
頭
の
新
鋭
企
業
群
、
黒
沢
商
会
、
大
倉

陶
園
、
高
砂
香
料
、
松
竹
蒲
田
撮
影
所
、
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
、
新
潟

鐵
工
、
三
省
堂
な
ど
な
ど
は
瞠
目
さ
れ
ま
す
。
一
方
京
都
も
技
術
集

約
型
の
、
京
セ
ラ
、
オ
ム
ロ
ン
、
堀
場
製
作
所
、
ワ
コ
ー
ル
、
島
津

製
作
所
、
日
本
電
産
な
ど
は
京
都
産
業
の
代
表
的
典
型
的
企
業
で
す
。

巨
大
な
重
工
業
工
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
明
治
以
降
京
都
に
お
い

て
独
自
に
近
代
化
に
と
り
く
ん
だ
伝
統
か
ら
く
る
技
術
開
発
の
先

蒲
田
モ
ダ
ン
と
京
都
モ
ダ
ン 

そ
し
て
馬
込
モ
ダ
ン 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
野 

幸
雄 
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進
性
、
さ
ら
に
は
遡
っ
て
平
安
時
代
か
ら
現
代
に
ま
で
つ
づ
く
工
芸

都
市
と
し
て
の
蓄
積
、
技
術
を
支
え
る
工
員
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
な
ど

の
遺
伝
子
に
よ
っ
て
、
現
代
の
京
都
の
中
堅
企
業
は
高
度
な
技
術
に

よ
る
商
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。 

か
か
る
京
都
と
蒲
田
の
工
業
は
ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
対
象

に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
シ
ェ
ア
が
大

き
く
国
際
的
に
も
進
出
し
て
い
る
会
社
が
多
い
。
蒲
田
の
工
業
集
積

は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
」
と
よ
ば
れ
、
大
都
市
工
業
の
成

長
を
先
導
し
貢
献
し
た
と
言
え
ま
す
。 

大
田
区
に
は
二
つ
の
顔
が
あ
り
ま
す
。 

一
つ
は
、
上
述
の
蒲
田
か
ら
多
摩
川
河
口
に
い
た
る
産
業
集
積
地

帯
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
田
園
調
布
や
山
王
馬
込
一
帯
の
住
宅
文

教
地
帯
で
す
。
大
田
区
ほ
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
特
長
を
先
鋭
に
む
き

だ
し
に
し
て
並
存
し
て
い
る
地
域
は
め
ず
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
馬
込
モ
ダ
ン 

 

大
田
区
と
い
う
呼
称
が
「
大
」
森
と
蒲
「
田
」
を
合
わ
せ
た
も
の

で
す
が
、
両
者
が
先
鋭
な
る
対
立
で
は
な
く
、
よ
い
意
味
の
あ
る
種

ラ
イ
バ
ル
意
識
と
環
境
に
あ
り
ま
す
。
源
氏
と
平
家
、
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
と
タ
イ
ガ
ー
ス
と
い
う
風
に
比
較
す
る
よ
う
に
、
こ
の
ま
し
い
関

係
に
思
え
ま
す
。 

大
田
区
の
大
半
は
江
戸
の
南
の
街
は
ず
れ
で
い
わ
ゆ
る
天
領
乃

至
寺
領
で
あ
っ
た
た
め
か
都
心
を
離
れ
て
い
る
と
は
言
え
比
較
的

恵
ま
れ
た
一
帯
で
あ
り
ま
し
た
。 

「
馬
込
文
士
村
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
界
隈
が
こ
の
一
帯
の
中
央

部
に
あ
り
ま
し
た
。
大
正
後
半
か
ら
昭
和
前
半
に
か
け
て
、
文
士
お

よ
び
芸
術
家
（
一
応
権
威
あ
る
文
学
年
鑑
、
美
術
年
鑑
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人
物
）
が
最
盛
時
に
は
一
〇
〇
名
く
ら
い
、
徒
歩
で
お
直
径

三
〇
分
以
内
の
地
域
内
に
た
む
ろ
し
て
住
ん
で
い
た
。
曰
く
、
川
端

康
成
、
尾
崎
士
郎
、
室
生
犀
星
、
山
本
有
三
、
宇
野
千
代
、
佐
多
稲

子
、
倉
田
百
三
、
三
好
達
治
、
山
本
周
五
郎
、
広
津
和
郎
、
萩
原
朔

太
郎
、
和
辻
哲
郎
、
北
原
白
秋
、
高
見
順
、
吉
屋
信
子
、
小
島
政
二

郎
・
・
・
・（
全
く
順
不
同
） 

こ
の
界
隈
の
土
地
柄
や
地
形
や
人
々
の
風
情
に
、
何
か
一
種
の
落

ち
着
い
た
温
も
り
と
安
ら
ぎ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
文
士
や
芸

術
家
が
一
種
群
れ
を
な
し
て
居
を
構
え
た
吸
引
力
で
は
な
い
か
。 

「
馬
込
文
士
村
」
は
ス
ポ
ン
サ
ー
や
企
業
の
「
政
策
的
」
誘
致
で

は
な
く
、
自
然
発
生
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
誘
因
と
な
っ
た
要
素
は
注

目
で
き
ま
す
。 

➀
丘
陵
地
帯
で
あ
る 

最
近
の
よ
う
に
一
〇
分
歩
く
の
も
疎
ん
じ
る
の
と
違
っ
て
、
当
時

は
駅
ま
で
徒
歩
二
〇―

三
〇
分
の
距
離
は
住
居
と
し
て
不
便
で
は

な
く
、
東
京
か
ら
三
〇
分
前
後
の
国
鉄
大
森
駅
が
明
治
九
年
に
で
き

て
い
た
た
め
馬
込
村
は
郊
外
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
僻
地
で
は
な

か
っ
た
。
か
つ
平
坦
で
無
味
乾
燥
で
は
な
く
、
起
伏
ゆ
た
か
な
丘
陵

地
帯
で
散
策
散
歩
な
ど
に
は
ま
こ
と
に
適
し
た
地
形
で
す
。 

➁
「
出
世
払
い
」
が
で
き
た 
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親
分
肌
で
気
風
の
良
か
っ
た
尾
崎
と
モ
ダ
ン
な
美
人
の
宇
野
に

誘
わ
れ
て
、
川
端
康
成
、
三
好
達
治
、
萩
原
朔
太
郎
、
広
津
和
郎
な

ど
が 

次
々
と
転
入
し
て
き
た
。
後
年
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
宇
野
千

代
は
当
時
貧
乏
で
大
酒
の
み
の
尾
崎
や
文
士
仲
間
を
も
て
な
す
酒

や
食
料
品
は
一
年
に
二
度
払
い
の
「
つ
け
」
で
買
っ
た
が
、
か
な
り

不
払
い
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
か
ら
で
も
支
払
い
た
い
と
、
語
っ
て

い
た
。（
地
元
郷
土
博
物
館
学
芸
員
の
話
）
実
際
、
か
か
る
「
つ
け
」

買
い
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
畑
の
野
菜
や
木
に
な
る
果
物
も
、
文
士

た
ち
は
よ
く
空
腹
と
茶
目
っ
気
か
ら
、
失
敬
し
た
り
も
ぎ
取
っ
た
り

し
た
。
地
元
の
人
々
は
こ
れ
を
交
番
に
突
き
付
け
る
よ
う
な
野
暮
な

こ
と
は
せ
ず
、
大
目
に
み
て
い
た
形
跡
が
あ
る
と
、
古
老
は
語
っ
て

い
ま
す
。 

こ
の
あ
た
り
に
根
付
い
て
い
た
温
い
人
情
を
感
じ
ま
す
。 

➂
地
勢
の
魅
力 

出
世
し
て
大
家
と
な
っ
た
大
物
文
士
は
お
お
く
鎌
倉
へ
移
っ
て

い
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
う
言
え
ば
鎌
倉
と
馬
込
の
地
形
上
の
共
通
点

は
、
前
方
に
海
が
広
が
り
、
背
後
は
小
高
い
山
と
変
化
あ
る
丘
が
横

た
わ
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
深
い
思
索
や
鋭
い
考
察
は
平
坦
で
定
規
で

ひ
い
た
よ
う
な
環
境
で
は
生
ま
れ
難
い
の
で
は
な
い
か
。
砂
漠
や
大

平
原
で
は
、
明
日
の
食
料
を
求
め
、
征
服
欲
に
駆
ら
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
。
曲
が
っ
た
り
く
ね
っ
た
り
、
登
っ
た
り
降
っ
た
り
す
る

地
形
は
、
人
間
が
、
は
に
か
み
や
戸
惑
い
や
物
思
い
に
と
ら
わ
れ
る

舞
台
を
提
供
す
る
の
で
は
な
い
か
。
思
え
ば
京
都
の
「
哲
学
の
道
」

も
、
東
山
の
麓
の
細
い
小
径
で
す
。 

➃
西
洋
式
ホ
テ
ル
機
能
の
先
駆
的
利
用 

大
森
駅
の
近
く
に
大
正
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
、
モ
ダ
ン
な
西

洋
式
ホ
テ
ル
が
二
軒
あ
っ
た
。「
望
翠
楼
」（
一
九
一
二
年
）
と
「
大

森
ホ
テ
ル
」（
一
九
二
二
年
）
で
す
。
文
士
芸
術
家
が
自
然
に
集
ま

り
一
種
の
サ
ロ
ン
を
形
成
し
て
い
た
。
や
が
て
ホ
テ
ル
は
宿
泊
飲
食

の
み
な
ら
ず
、
作
品
の
展
示
陳
列
の
場
所
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。
今

で
こ
そ
一
流
ホ
テ
ル
で
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
連
日
行
わ
れ
て
い

る
が
、
当
時
の
ホ
テ
ル
と
し
て
は
、
先
駆
的
で
斬
新
な
一
角
で
し
た
。 

好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
「
自
動
車
の
横
行
跋
扈
す
る
現
代
」

は
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
大
切
な
「
心
の
通
う
」

「
人
を
繋
ぐ
」「
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
」
空
間
が
強
調
さ
れ
演
出

さ
れ
る
べ
き
で
す
。
馬
込
、
山
王
に
は
「
自
動
車
を
拒
否
す
る
」
道

が
そ
の
為
に
提
供
さ
れ
た
良
き
イ
ン
フ
ラ
で
し
ょ
う
。 

人
々
を
繋
ぐ
道
は
、
地
域
の
血
管
で
す
。
特
に
一
帯
は
温
も
り
の

あ
る
道
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
文
士
村
や
山
王
を
育
ん
だ
と
い
え
ま

す
。
こ
の
魅
力
あ
る
土
地
柄
の
遺
伝
子
は
益
々
良
質
の
地
域
文
化
と

地
勢
に
恵
ま
れ
た
住
環
境
を
提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。 

文
士
村
一
帯
は
、
包
む
よ
う
な
覆
う
よ
う
な
地
形
に
恵
ま
れ
、
文

士
当
事
者
の
み
な
ら
ず
住
民
も
含
め
て
温
和
、
静
穏
な
人
情
部
落
と

し
て
醸
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
時
は
移
り
世
は
変
っ
て
現
代
に
い
た

る
も
、
こ
の
一
帯
に
地
下
水
の
よ
う
に
流
れ
沁
み
て
い
る
何
か
が
あ

る
。
一
種
の
吸
引
力
の
あ
る
土
地
柄
な
の
で
し
ょ
う
。
芸
術
や
文
学

を
育
て
る
ハ
ー
ド
が
与
え
ら
れ
た
「
自
然
環
境
」
と
す
れ
ば
ソ
フ
ト

は
「
人
情
」
や
「
人
間
味
」
で
す
。 
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終
わ
り
に 

 

小
生
の
住
ま
い
は
馬
込
の
一
角
の
平
凡
な
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
が
、

真
ん
前
に
一
〇
〇
本
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
桜
並
木
が
我
が
家

の
「
庭
」
で
あ
り
、
徒
歩
三
分
の
「
川
端
竜
子
記
念
館
」
が
我
が
家

の
「
応
接
間
」
で
あ
り
、
徒
歩
一
〇
分
の
「
郷
土
博
物
館
」
が
我
が

家
の
「
書
斎
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
徒
歩
一
五
分
に
「
池
上
本
門

寺
」
と
い
う
「
祈
り
の
場
」
が
あ
り
ま
す
。
贅
沢
の
極
み
で
あ
り
ま

す
。 
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